
　市民の皆さまへ
　皆さまには、日ごろ市政全般にわたりご理解とご協力をいただ
き、厚くお礼申し上げます。平成22年度当初予算が、3月議会で
可決いただきましたので、「予算特集号」をお届けします。ご覧
いただき、一層のご協力とご提言をお願いします。

　一昨年9月のリーマンショック以降、国の雇用、景気の状況は
依然として厳しい状況が続いています。当市においても、平成
21年は天地人博の成功など明るい話題はありましたが、製造業
を中心に市民の雇用・景気情勢は厳しい状況が続いています。ま
た、実質公債費比率は改善してきていますが、依然「県下ワース
ト1」の状況であり、大幅な税収減が見込まれるなど財政状況も厳しい状況が続いています。
　こうした状況を受け、平成22年度予算編成に臨んだわけですが、こうした状況であればこそ、地方自
治体の使命として、市民だれもがこの地に住んでよかったと思えるように「希望あふれて伸びるまち・南
魚沼市」の実現に向けてさらにまい進していかなければならないと決意を新たにしたところです。
　そこで、当初予算の編成にあたっては、先に述べたように雇用状況が依然厳しい状況であること、景気
回復の兆しが明確に見えてこないことなどから、各種の雇用事業により直接・間接の雇用の拡大を目指す
とともに、アフター天地人対策として戦国EXPOの開催を中心とした「愛プロジェクト事業」を実施す
るなど、新たな事業創出に努めます。
　また、昨年度に引き続き五十沢地区統合小学校整備事業、塩沢地区給食センター整備事業と斎場改築事
業（9月業務開始予定）を進めるとともに、新たに浦佐認定こども園建設事業と消防庁舎改築事業に着手
するなど、昨年度比「9億円増」の約48億円の投資的事業を実施します。加えて信用保証料補給金事業を
継続し、引き続き中小企業の資金繰り対策を実施するなど雇用・景気対策に最大限配慮した積極的な予算
編成を行いました。

　詳しい事業内容は次ページ以降に述べま
すが、皆さまの生活重視と市政発展に向け
最大限配慮した内容です。財政健全化に留
意し、四季折々の自然がくっきりと美しい
この地で、「自然・人・産業の和で築く安
心のまち」を将来像として、職員一丸となっ
て、皆さまの負託に応えてまいりますので、
よろしくお願いいたします。

　南魚沼市長

� 　

平成22年度
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会　計 平成22年度（Ａ） 平成21年度（Ｂ） 増減（Ａ）－（Ｂ）

一般会計 299億4,500万円 291億1,700万円 8億2,800万円

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 61億1,690万円 60億8,160万円 3,530万円

介護保険特別会計 51億960万円 49億1,980万円 1億8,980万円

老人保健特別会計 85万円 520万円 △435万円

後期高齢者医療特別会計 4億7,050万円 4億9,420万円 △2,370万円

下水道特別会計 61億3,600万円 75億9,600万円 △14億6,000万円

公
営
企
業
会
計

水道事業会計＊

（収益） （21億8,486万円） （24億9,555万円） （△3億1,069万円）

（資本） （21億5,938万円） （35億8,117万円）（△14億2,179万円）

計 43億4,424万円 60億7,672万円 △17億3,248万円

病院事業会計＊

（収益） （41億9,638万円） （40億4,546万円） （1億5,092万円）

（資本） （2億1,383万円） （2億1,220万円） （163万円）

計 44億1,021万円 42億5,766万円 1億5,255万円

合　計 565億3,330万円 585億4,818万円 △20億1,488万円

＊水道事業会計と病院事業会計は歳出ベースです。

会　計
年度末 残高見込

平成22年度（Ａ） 平成21年度（Ｂ） 増減（Ａ）－（Ｂ）

一 般 会 計 365億4,000万円 359億1,900万円 6億2,100万円

下 水 道 特 別 会 計 332億705万円 328億1,148万円 3億9,557万円

水 道 事 業 会 計 158億8,577万円 167億7,407万円 △8億8,830万円

病 院 事 業 会 計 7億818万円 8億7,081万円 △1億6,263万円

計 863億4,100万円 863億7,536万円 △3,436万円

参
考

土地開発公社 14億5,886万円 12億7,006万円 1億8,880万円

債務負担行為 14億3,250万円 18億8,081万円 △4億4,831万円

平成22年度 南魚沼市の当初予算額 総額　 一般会計 + 特別会計 + 公営企業会計

1 各会計別予算

〜前年度比 約3.5％（20億1,488万円）減～

2 長期借入金の状況

� （※数字は端数調整してあるため合計額などが一致しない場合があります）

565億3,330万円
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会　計 年度末残高見込み
平成22年度（Ａ） 平成21年度（Ｂ） 増減（Ａ）－（Ｂ）

一般会計 35億6,336万円 32億6,826万円 2億9,510万円

（
内
訳
）

財政調整基金 23億153万円 23億53万円 100万円
減債基金 952万円 952万円 0
国際交流基金 1億537万円 1億1,400万円 △863万円
棚村基金 1億246万円 1億461万円 △215万円
医師修学基金 1,145万円 1,145万円 0
ふるさと基金 4億円 4億円 0
合併振興基金 4億2,228万円 7,210万円 3億5,018万円
愛プロジェクト推進基金 2,300万円 8,000万円 △5,700万円
奨学金貸付基金 1億8,775万円 1億7,605万円 1,170万円

国民健康保険特別会計 629万円 1億609万円 △9,980万円

介護保険特別会計
貸付 300万円 300万円 0
給付 2億1,929万円 2億5,656万円 △3,727万円
特例 1,242万円 2,452万円 △1,210万円

下水道特別会計 6,250万円 6,250万円 0
水道事業会計 3,900万円 3,100万円 800万円
病院事業会計 2,290万円 2,290万円 0

合　計 39億2,876万円 37億7,483万円 1億5,393万円

健全化項目
5年間の
全体目標

20年度までの
計（実績）

21年度
（見込）

22年度
（予算）

5年間の合計
［（B）＋（C）＋（D）］

達成見込率
［（E）／（A）］

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ） （Ｆ）
人件費の
抑制 30億8,500万円 16億6,500万円 7億300万円 8億1,800万円 31億8,600万円 103.3％

内部経費の
削減 7億7,100万円 4億2,500万円 1億7,900万円 1億7,900万円 7億8,300万円 101.6％

投資的経費
の抑制 9億8,700万円 7億2,100万円 3億300万円 1億9,300万円 12億1,700万円 123.3％

行政水準の
明確化 4億9,300万円 3億2,700万円 1億1,800万円 1億3,700万円 5億8,200万円 118.1％

繰出金の
見直し 11億5,000万円 6億9,700万円 1億2,300万円 1億8,100万円 10億100万円 87.0％

公債費の
削減 2億5,100万円 7,400万円 1億3,000万円 2億3,100万円 4億3,500万円 173.3％

歳入の確保 3億6,300万円 1億9,600万円 7,400万円 1億800万円 3億7,800万円 104.1％
合　計 71億円 41億500万円 16億3,000万円 18億4,700万円 75億8,200万円 106.8％

※平成18年度からの「5か年計画」
　�　平成18年度に市独自の財政健全化計画（5か年）を策定し、財政の健全化に取り組んできたところですが、
計画の最終年度をむかえ、全体目標の71億円の目標がほぼ達成できる見込みとなりました。

3 基金の状況

4 財政健全化計画の達成状況と見込み　
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区分 22年度（Ａ） 21年度（Ｂ） 増減額（Ａ）−（Ｂ） 増減率％ 22構成比％ 21構成比％
1 市税 71億5,492万円 75億7,186万円 △4億1,694万円 −5.5 23.9 26
2 地方譲与税 3億5,200万円 3億9,770万円 △4,570万円 −11.5 1.2 1.4
3 利子割交付金 1,680万円 3,350万円 △1,670万円 −49.9 0.1 0.1
4 配当割交付金 210万円 800万円 △590万円 −73.8 0 0
5 株式等譲渡所得割交付金 130万円 300万円 △170万円 −56.7 0 0
6 地方消費税交付金 5億9,710万円 5億7,000万円 2,710万円 4.8 2.0 2.0
7 自動車取得税交付金 8,570万円 1億600万円 △2,030万円 −19.2 0.3 0.4
8 地方特例交付金 1億357万円 8,720万円 1,637万円 18.8 0.4 0.3
9 地方交付税 99億7,100万円 95億4,000万円 4億3,100万円 4.5 33.3 32.8
10 交通安全対策特別交付金 1,050万円 1,100万円 △50万円 −4.5 0 0
11 分担金および負担金 5億4,611万円 5億3,896万円 715万円 1.3 1.8 1.9
12 使用料および手数料 6億1,801万円 6億4,867万円 △3,066万円 −4.7 2.1 2.2
13 国庫支出金 22億2,601万円 17億3,198万円 4億9,403万円 28.5 7.4 5.9
14 県支出金 21億1,597万円 13億3,523万円 7億8,074万円 58.5 7.1 4.6
15 財産収入 1億9,414万円 5,993万円 1億3,421万円 223.9 0.6 0.2
16 寄附金 2千円 2千円 0 0 0 0
17 繰入金 6,851万円 6億3,005万円 △5億6,154万円 −89.1 0.2 2.2
18 繰越金 　　　　1億円 1億円 0 0 0.3 0.3
19 諸収入 16億9,827万円 17億5,921万円 △6,094万円 −3.5 5.7 6.0
20 市債 40億8,300万円 39億8,470万円 9,830万円 2.5 13.6 13.7

歳入合計 299億4,500万円 291億1,700万円 8億2,800万円 2.8 100.0 100.0

平成22年度 一般会計

～前年度比 2.8％（8億2,800万円）増～

299億4,500万円の内容

平成22年度 歳入予算の概要� （※端数調整しているため、合計が一致しない場合があります）

自主財源

市税 71億5,492万円（23.9％）

103億
7,996万円
（34.7％）

依存財源

195億
6,504万円
（65.3％）

歳入
299億
4,500万円

市債
40億8,300万円（13.6％）

県支出金
21億1,597万円（7.1％）

国庫支出金
22億2,601万円（7.4％）

地方交付税
99億7,100万円（33.3％）

財産収入
1億9,414万円（0.6％）
諸収入・その他
18億6,678万円（6.2％）

地方譲与税・その他
4億6,840万円（1.6％）

地方消費税交付金
5億9,710万円（2.0％）

地方特例交付金
1億357万円（0.4％）

分担金および負担金
5億4,611万円（1.8％）

使用料および手数料
6億1,801万円（2.1％）
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区分 22年度予算額（Ａ） 21年度予算額（Ｂ） 増減額（Ａ）−（Ｂ） 増減率％ 22構成比％ 21構成比％
1 議会費 1億5,160万円 1億6,364万円 △1,204万円 −7.4 0.5 0.6
2 総務費 70億7,580万円 70億7,750万円 △170万円 0 23.6 24.3
3 民生費 61億9,713万円 52億2,847万円 9億6,866万円 18.5 20.7 18
4 衛生費 36億2,541万円 34億1,709万円 2億832万円 6.1 12.1 11.7
5 労働費 3億6,838万円 1億5,680万円 2億1,157万円 134.9 1.2 0.5
6 農林水産業費 10億581万円 10億4,323万円 △3,742万円 −3.6 3.4 3.6
7 商工費 6億3,761万円 6億1,902万円 1,859万円 3.0 2.1 2.1
8 土木費 33億1,003万円 35億6,673万円 △2億5,670万円 −7.2 11.1 12.2
9 消防費 8億4,301万円 4億3,400万円 4億900万円 94.2 2.8 1.5
10 教育費 25億6,817万円 24億7,292万円 9,525万円 3.9 8.6 8.5
11 災害復旧費 1,343万円 1,735万円 △392万円 −22.6 0 0.1
12 公債費 40億9,852万円 48億7,015万円 △7億7,163万円 −15.8 13.7 16.7
13 諸支出金 10万円 10万円 0 0 0 0
14 予備費 5,000万円 5,000万円 0 0 0.2 0.2

歳出合計 299億4,500万円 291億1,700万円 8億2,800万円 2.8 100.0 100.0

平成22年度 歳出予算の概要（目的別）� （※端数調整しているため、合計が一致しない場合があります）

歳出
299億
4,500万円

公債費 40億9,852万円（13.7％）

災害復旧費・諸支出金・予備費
6,353万円（0.2％）

総務費 70億7,580万円（23.6％）

議会費 1億5,160万円（0.5％）

民生費
61億9,713万円（20.7％）

衛生費
36億2,541万円（12.1％）

教育費 25億6,817万円（8.6％）

消防費 8億4,301万円（2.8％）

土木費
33億1,003万円（11.1％）

商工費 6億3,761万円（2.1％）

農林水産業費10億581万円（3.4％）

労働費 3億6,838万円（1.2％）

区分 22年度（Ａ） 21年度（Ｂ） 増減額（Ａ）−（Ｂ） 増減率％ 22構成比％ 21構成比％
維持補修費 12億7,682万円 12億8,136万円 △454万円 −0.4 4.3 4.4
（うち除雪） 8億3,245万円 8億3,452万円 △206万円 −0.2 2.8 2.9
繰出金 34億8,964万円 30億404万円 4億8,560万円 16.2 11.7 10.3
公債費 42億252万円 49億8,815万円 △7億8,563万円 −15.7 14.0 17.1
建設事業費 47億9,620万円 38億8,741万円 9億879万円 23.4 16.0 13.3
（うち普通建設） 47億8,278万円 38億7,006万円 9億1,272万円 23.6 16.0 13.3
（うち災害） 1,343万円 1,735万円 △392万円 −22.6 0 0.1
人件費 58億4,296万円 60億7,182万円 △2億2,886万円 −3.8 19.5 20.9
積立金 100万円 100万円 皆増 0 0
貸付金 2億7,962万円 3億1,749万円 △3,787万円 −11.9 0.9 1.1
投資および出資金 60万円 60万円 0 0 0 0
扶助費 35億5,307万円 27億4,887万円 8億420万円 29.3 11.9 9.4
物件費 37億1,933万円 33億7,201万円 3億4,732万円 10.3 12.4 11.6
補助費 27億3,323万円 33億9,527万円 △6億6,203万円 −19.5 9.1 11.7
予備費 5,000万円 5,000万円 0 0 0.2 0.2

299億4,500万円 291億1,700万円 8億2,800万円 2.8 100 100

平成22年度 歳出予算 性質別の内訳� （※端数調整しているため、合計が一致しない場合があります）
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雇用対策と資金繰り対策
　◦被災地域緊急雇用創出事業
　　被災地域の罹災者を対象に市の直接、または委託事業により60人程度の雇用を計画。
　◦緊急雇用創出事業
　　失業者を対象に市の直接、または委託事業により36人程度の雇用を計画。
　◦ふるさと雇用再生事業
　　4つの委託事業により9人程度の雇用を計画。
　◦重点分野雇用創出事業
　　�農作物被害対策、未利用木質バイオマス活用の
分野で委託事業により9人程度の雇用を計画。

　◦信用保証料補給金

教育環境の充実
　◦五十沢地区統合小学校建設事業（2か年継続）
　◦塩沢地区給食センター建設工事（2か年継続）
　◦教育課程特例校事業
　◦学校耐震補強工事

子育て支援の拡充
　◦子ども手当（児童手当含む）の支給
　◦子宮頸がん予防ワクチン接種助成
　　ワクチン接種3回分の助成
　◦浦佐認定こども園建設事業
　◦地域子育て創生事業

コミュニティ活動の推進
　◦地域活性化支援事業交付金
　◦地域活動拠点支援交付金

愛プロジェクト推進事業
　◦「戦国EXPO」の開催
　◦直江兼続公生誕450年祭補助金
　◦愛プロジェクト推進事業補助金

財政の健全化
　◦職員の削減（694人→682人、12人減）
　◦行政財産の有効活用
　◦経常経費の1％の削減

平成22年度の主要施策

塩沢地区給食センター

4月11日、戦国EXPOスタート
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【
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
】

　

地
域
ぐ
る
み
で
つ
く
る

　

健
康
・
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち

第
1 
保
健
・
医
療
・
福
祉

健
康
づ
く
り
と

予
防
医
療
の
推
進

1⃝
基
礎
健
診
事
業
（
1
、3
9
9
万
円
）

　

健
康
づ
く
り
の
認
識
を
高
め
、
成
人

病
予
防
と
発
病
抑
制
を
推
進
し
ま
す
。

⃝
住
民
健
診
事
業
（
8
、1
8
0
万
円
）

　

が
ん
の
早
期
発
見
と
重
症
化
防
止
に

向
け
た
検
診
の
実
施
と
予
防
の
た
め
の

意
識
啓
発
を
推
進
し
ま
す
。

⃝
拡
充 

予
防
対
策
事
業

�

（
1
億
7
0
7
万
円
）

　

予
防
接
種
法
に
定
め
る
疾
病
に
対
し

て
、
予
防
接
種
を
実
施
し
公
衆
衛
生
の

向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
と

啓
発
を
行
い
ま
す
。

⃝
国
民
健
康
保
険
対
策
費

�

（
3
億
3
、8
4
4
万
円
）

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
基
準

に
基
づ
き
、
職
員
給
与
費
、
保
険
税
の

軽
減
分
の
補
て
ん
、
と
出
産
育
児
一
時

金
の
3
分
の
2
な
ど
の
費
用
を
繰
出
し
、

加
入
者
に
対
す
る
福
祉
と
保
健
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

⃝
後
期
高
齢
者
保
健
事
業

�

（
1
、7
9
8
万
円
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
委

託
を
受
け
、
後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査

を
実
施
し
ま
す
。

地
域
完
結
型

保
健
医
療
体
制
の
構
築

2⃝
医
療
機
器
等
整
備
事
業

�

（
5
、0
0
0
万
円
）

『
病
院
事
業
』

　

市
立
病
院
の
医
療
機
器
等
を
整
備
し
、

良
質
な
医
療
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

⃝
病
院
事
業
対
策
費

�

（
2
億
9
、3
5
5
万
円
）

　

市
民
が
安
全
・
良
質
な
診
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
市
立
病
院
の
運
営
と
病

院
体
制
の
充
実
の
た
め
繰
出
金
を
支
出

し
ま
す
。

⃝
休
日
救
急
診
療
所
費�

�

（
3
、9
0
3
万
円
）

　

休
日
の
病
気
や
け
が
に
対
す
る
休
日

救
急
診
療
所
を
運
営
す
る
と
と
も
に
安

心
で
き
る
医
療
体
制
の
構
築
を
推
進
し

ま
す
。子

育
て
支
援
の
充
実

3⃝
学
童
保
育
対
策
事
業�

�

（
7
、7
0
9
万
円
）

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
す
ま
い
る
ネ
ッ
ト
南

魚
沼
」
へ
市
立
10
学
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

委
託
を
し
ま
す
。
ま
た
、
私
立
の
「
金

城
ク
ラ
ブ
」
と
「
わ
か
ば
ク
ラ
ブ
」
の

2
ク
ラ
ブ
に
事
業
委
託
を
行
い
、
児
童

の
健
全
育
成
と
働
く
親
の
支
援
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

⃝
乳
児
･
子
ど
も
・
妊
産
婦
医
療
費

�

助
成
事
業
（
1
億
5
、1
7
6
万
円
）

　

乳
児
・
子
ど
も
・
妊
産
婦
の
医
療
費

の
一
部
を
助
成
し
、
子
育
て
支
援
を
行

い
ま
す
。
妊
産
婦
の
医
療
費
に
つ
い
て

は
、
自
己
負
担
分
全
額
を
助
成
し
無
料

化
し
て
い
ま
す
。

⃝
保
育
園
大
規
模
改
修
事
業

�

（
3
、0
1
3
万
円
）

　

老
朽
化
し
た
石
打
保
育
園
の
大
規
模

改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

23
年
度
大
規
模
改
修
工
事
予
定
の
大
崎

保
育
園
に
つ
い
て
は
、
改
修
に
併
せ
耐

震
補
強
を
実
施
す
る
た
め
の
診
断
と
実

施
設
計
を
委
託
し
ま
す
。

⃝
浦
佐
認
定
こ
ど
も
園
建
設
事
業

�

（
5
億
7
、0
3
9
万
円
）

　

老
朽
化
し
た
浦
佐
幼
稚
園
に
つ
い
て
、

浦
佐
保
育
園
を
併
せ
た
認
定
こ
ど
も
園

と
し
て
公
設
民
営（
指
定
管
理
者
制
度
）

で
新
設
し
ま
す
。
平
成
22
年
度
に
建
設

し
、
平
成
23
年
度
に
開
園
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

⃝
新
規
・
拡
充 

子
ど
も
手
当
支
給
事
業

�

（
11
億
9
、0
4
4
万
円
）

　

平
成
22
年
4
月
1
日
施
行
の
児
童
手

当
に
変
わ
る
新
し
い
手
当
で
す
。
次
世

代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
1
人
ひ
と
り

の
育
ち
を
社
会
全
体
で
支
援
す
る
観
点

か
ら
、
中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童
を
対

象
に
1
人
に
つ
き
月
額
1
3
、0
0
0

円
を
支
給
し
ま
す
。
対
象
児
童
は
約
8
、

5
0
0
人
で
す
。
所
得
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。
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障
が
い
者
福
祉
の
充
実

4⃝
心
身
障
が
い
者
助
成
事
業

�

（
3
、3
2
9
万
円
）

　

移
動
困
難
な
障
が
い
者
に
、
タ
ク

シ
ー
利
用
券
の
支
給
と
精
神
障
が
い
者

の
入
院
費
用
に
つ
い
て
、
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
通
所
施
設
で

訓
練
す
る
障
が
い
者
に
費
用
を
補
助
し

支
援
し
ま
す
。

⃝
自
立
支
援
事
業�

�

（
5
億
5
、8
6
3
万
円
）

　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
在
宅
、
通
所
、
入
所
、

補
装
具
な
ど
）
に
対
し
給
付
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
自
立
支
援
医
療
と
し
て
更

生
医
療
、
育
成
医
療
と
精
神
通
院
医
療

の
給
付
を
行
い
ま
す
。

⃝
地
域
生
活
支
援
事
業�

�

（
8
、5
3
3
万
円
）

　

相
談
と
支
援
事
業
を
行
う
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
の
費
用
、
日
常
生
活
用

具
、
日
中
一
時
支
援
、
移
動
支
援
、
小

出
養
護
学
校
通
学
バ
ス
助
成
と
権
利
擁

護
の
推
進
を
図
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

5⃝
敬
老
会
事
業
（
1
、6
1
8
万
円
）

　

長
寿
祝
い
と
し
て
米
寿
（
88
歳
）
に

祝
い
状
（
額
付
）、
1
0
0
歳
の
長
寿

者
に
は
2
万
円
の
祝
い
金
、祝
い
状（
額

付
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
区
敬
老
会
事
業
に
対
し

て
助
成
を
行
い
ま
す
。

⃝
生
活
支
援
事
業
（
4
、6
0
5
万
円
）

　

要
介
護
高
齢
者
家
族
手
当
や
高
齢
者

等
要
援
護
住
宅
除
雪
援
助
な
ど
の
事
業

費
を
計
上
し
、
在
宅
高
齢
者
へ
の
生
活

支
援
と
し
て
事
業
を
行
い
ま
す
。

⃝
介
護
保
険
対
策
費

�

（
7
億
5
、8
8
3
万
円
）

　

介
護
保
険
制
度
運
営
の
適
正
な
執
行

と
制
度
の
充
実
の
た
め
、
介
護
保
険
特

別
会
計
へ
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
一

部
や
事
務
費
な
ど
を
繰
出
し
ま
す
。
ま

た
、
社
会
福
祉
法
人
が
提
供
す
る
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
低
所
得
の

方
の
経
費
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
補

助
を
行
い
ま
す
。

⃝
後
期
高
齢
者
医
療
対
策
費

�
（
7
億
8
5
9
万
円
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
、
職

員
給
与
費
、
事
務
費
と
保
険
料
の
軽

減
分
の
補
て
ん
の
費
用
を
繰
出
し
ま
す
。

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に

療
養
給
付
費
の
12
分
の
1
広
域
連
合
事

務
共
通
経
費
を
負
担
し
ま
す
。

地
域
福
祉
の
推
進

6⃝
社
会
福
祉
協
議
会
推
進
事
業

�

（
4
、4
1
3
万
円
）

　

市
の
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め

に
設
立
さ
れ
て
い
る
社
会
福
祉
協
議
会

へ
事
業
費
を
補
助
し
ま
す
。

⃝
民
生
児
童
委
員
事
業�

�

（
1
、4
2
3
万
円
）

　

地
域
住
民
の
相
談
、
支
援
と
福
祉
行

政
へ
の
協
力
を
職
務
と
す
る
民
生
委
員

児
童
委
員
へ
活
動
費
を
支
給
し
ま
す
。

⃝
生
活
保
護
扶
助
費

�

（
1
億
5
、6
5
6
万
円
）

　

困
窮
の
た
め
最
低
限
度
の
生
活
を
維

持
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
方
の
生
活
を

保
障
す
る
た
め
の
各
種
扶
助
を
行
い
ま

す
。

【
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
】

　

学
ぶ
喜
び
・
文
化
を
は
ぐ
く
む

　

喜
び
の
あ
る
ま
ち

第
2 

教
育
・
文
化

学
校
教
育
の
充
実

1⃝
耐
震
補
強
事
業
（
1
、6
4
2
万
円
）

　

六
日
町
中
学
校
は
新
基
準
後
建
築
の

建
物
で
す
が
、
地
盤
沈
下
が
著
し
く
耐

震
に
影
響
が
あ
る
た
め
、
補
強
工
事
を

実
施
し
ま
す
。
平
成
22
年
度
は
実
施
設

計
と
補
強
設
計
を
行
い
、
翌
年
度
以
降

に
補
強
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

⃝
塩
沢
地
区
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

�

（
1
億
9
、1
5
6
万
円
）

　

塩
沢
中
学
校
と
塩
沢
小
学
校
給
食
棟

の
老
朽
化
に
伴
い
、
塩
沢
地
区
給
食
セ

ン
タ
ー
を
塩
沢
中
学
校
地
内
に
建
設
し

ま
す
。
平
成
21
年
度
か
ら
の
事
業
を
継

続
し
平
成
22
年
度
の
2
学
期
か
ら
稼
働

し
ま
す
。

⃝
五
十
沢
地
区
小
学
校
統
合
整
備
事
業�

�

（
1
億
8
、0
5
3
万
円
）

　

老
朽
化
し
た
五
十
沢
小
学
校
と
西

五
十
沢
小
学
校
を
統
合
し
、
五
十
沢
中

学
校
に
合
築
し
ま
す
。 

平
成
21
年
度

か
ら
の
建
設
を
継
続
し
平
成
22
年
度
で

完
成
さ
せ
、
平
成
23
年
度
か
ら
統
合
す

る
予
定
で
す
。

⃝
教
育
課
程
特
例
校
事
業

�

（
2
、4
0
6
万
円
）

　

市
内
全
小
学
校
で
英
語
教
育
と
国
際

理
解
教
育
を
実
施
し
ま
す
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
に

加
え
て
国
際
大
学
留
学
生
、
国
際
理
解

教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
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生
涯
学
習
の
充
実

2⃝
市
民
会
館
大
規
模
改
修
事
業（
1
億
円
）

　

市
民
会
館
の
音
響
設
備
な
ど
の
改
修

を
行
い
ま
す
。

⃝
文
化
施
設
運
営
委
託
事
業

�
（
8
、0
9
8
万
円
）

　

南
魚
沼
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

を
指
定
管
理
者
に
指
定
し
、
市
民
会
館
、

今
泉
博
物
館
と
鈴
木
牧
之
記
念
館
の
管

理
運
営
委
託
を
行
い
、
協
調
し
て
文
化

振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

⃝
図
書
館
管
理
運
営
費�

�

（
1
、4
4
1
万
円
）

　
「
暮
ら
し
に
役
立
ち
地
域
課
題
に
対

応
す
る
図
書
館
」
を
目
指
す
と
と
も
に
、

市
民
に
親
し
ま
れ
る
図
書
館
活
動
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
生
涯
学
習

の
拠
点
と
し
て
の
図
書
館
整
備
の
検
討

を
進
め
ま
す
。

⃝
塩
沢
公
民
館
大
規
模
改
修
事
業

�

（
2
、2
5
4
万
円
）

　

塩
沢
公
民
館
の
屋
上
防
水
工
事
を
行

い
ま
す
。

地
域
・
家
庭
教
育
の
充
実

3⃝
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
運
営
費

�

（
1
4
6
万
円
）

　

乳
幼
児
の
保
護
者
対
象
に
、
親
子
関

係
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
の
支
援
を
し

ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て

青
少
年
の
健
全
育
成
や
非
行
防
止
に
努

め
ま
す
。

地
域
文
化
の
振
興

4⃝
坂
戸
城
跡
整
備
事
業
（
21
万
円
）

　

整
備
基
本
設
計
を
踏
ま
え
、
坂
戸
城

跡
御
館
石
垣
修
復
に
向
け
て
進
め
て
い

き
ま
す
。

⃝
南
魚
沼
市
郷
土
史
編
さ
ん
事
業

�

（
1
、2
9
1
万
円
）

　

六
日
町
町
史
資
料
編
3
巻
の
内
、
第

2
巻
「
近
世
、
近
現
代
」
の
発
刊
作
業

と
、
引
続
き
六
日
町
町
史
、
大
和
町
史

の
編
さ
ん
の
た
め
、
資
料
の
調
査
、
収

集
整
理
と
保
存
作
業
を
進
め
ま
す
。

⃝
文
化
振
興
補
助
事
業
（
6
9
1
万
円
）

　

ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ
イ
ト
美
術
館
と
そ
の

他
文
化
芸
能
団
体
の
活
動
を
支
援
す
る

た
め
に
事
業
費
を
補
助
し
ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

5⃝
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
（
7
0
0
万
円
）

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
南

魚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
の
運
営
を

補
助
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
ま

す
。

⃝
体
育
施
設
管
理
委
託
事
業

�

（
6
、5
5
2
万
円
）

　

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
管

理
運
営
委
託
を
行
い
、
協
調
し
て
市
民

の
健
康
増
進
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

努
め
ま
す
。

⃝
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

�

改
修
整
備
事
業
（
3
、4
6
0
万
円
）

　

今
後
も
利
用
者
に
対
し
て
快
適
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
「
デ
ィ
ス

ポ
ー
ト
南
魚
沼
」
の
改
修
工
事
を
行
い

ま
す
。野

外
・
環
境
教
育
の
推
進

6⃝
教
育
改
革
推
進
事
業

　
（
確
か
な
学
力
の
向
上
）�

�

（
1
、6
4
1
万
円
）

　

緑
の
少
年
団
活
動
、
河
川
ク
リ
ー
ン

活
動
、
地
域
自
然
体
験
調
査
活
動
な
ど

学
校
が
主
体
的
に
創
意
工
夫
し
、
特
色

を
生
か
し
た
活
動
に
助
成
し
ま
す
。

【
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
】

豊
か
な
自
然
と
と
も
に
生
き
、

1
0
0
年
後
の
子
ど
も
た
ち
に

引
き
継
い
で
い
く
ま
ち

第
3 

環
境
共
生

循
環
型
社
会
の
創
造

1⃝
循
環
型
社
会
形
成
推
進
事
業

�

（
1
億
5
、3
7
5
万
円
）

　

ス
ラ
グ
用
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
建
設

を
行
い
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

2⃝
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
事
業

�

（
1
3
5
万
円
）

　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
お
け
る

地
球
温
暖
化
の
防
止
、
循
環
型
社
会
の

形
成
等
の
構
想
実
現
に
向
け
て
の
事
業

を
行
い
ま
す
。

生
活
環
境
の
向
上

3⃝
ご
み
処
理
費
（
2
億
1
、9
8
5
万
円
）

　

良
質
な
生
活
環
境
の
確
保
の
た
め
、

ご
み
の
収
集
業
務
委
託
、
大
和
地
域
の

ご
み
処
理
委
託
等
を
行
い
ま
す
。
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⃝
不
燃
ご
み
埋
立
処
分
施
設
整
備
事
業�

�

（
1
億
8
、4
5
0
万
円
）

　

桝
形
山
処
分
場
の
ド
ー
ム
移
設
を
行

い
ま
す
。

⃝
し
尿
等
処
理
施
設
費

�
（
1
億
2
、9
9
6
万
円
）

⃝
不
燃
ご
み
処
理
施
設
運
営
費

�
（
8
、2
2
4
万
円
）

⃝
可
燃
ご
み
処
理
施
設
運
営
費

�

（
3
億
8
4
1
万
円
）

　

年
間
を
通
じ
て
安
定
的
・
効
率
的
な

処
理
が
行
え
る
よ
う
施
設
の
適
正
な
管

理
等
を
行
い
ま
す
。

【
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
】

　

安
全
・
快
適
で
、
う
る
お
い
の

　

あ
る
生
活
が
で
き
る
ま
ち

第
4 

都
市
基
盤

計
画
的
な
土
地
利
用
の

推
進

1⃝
国
土
調
査
事
業
（
4
、3
9
0
万
円
）

　

四
十
日
地
区
（
大
杉
・
奥
・
西
・

四
十
日
・
四
十
日
新
道
）
の
一
筆
地
調

査
と
測
量
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
寺

尾
地
区
（
寺
尾
・
奥
）
に
つ
い
て
、
平

成
21
年
度
に
現
地
調
査
し
た
成
果
の
認

証
を
実
施
し
ま
す
。

⃝
都
市
計
画
調
査
事
業
（
8
5
0
万
円
）

　

用
途
地
域
の
見
直
し
作
業
と
都
市
計

画
道
路
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

⃝
斎
場
改
築
事
業�

�

（
7
億
2
、4
6
0
万
円
）

　

本
体
工
事
と
火
葬
炉
の
設
置
工
事
を

行
い
早
期
の
業
務
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

（
9
月
新
斎
場
業
務
開
始
予
定
）
ま
た
、

旧
斎
場
解
体
工
事
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

交
通
体
系
の
整
備

2⃝
道
路
新
設
改
良
事
業

�

（
5
億
2
、8
5
0
万
円
）

　

安
全
・
安
心
な
交
通
確
保
の
た
め
、

市
の
単
独
事
業
の
ほ
か
国
や
県
の
補
助

金
を
受
け
て
市
内
各
路
線
の
整
備
を
行

い
ま
す
。

⃝
街
路
関
連
事
業�

�

（
1
億
9
、5
1
0
万
円
）

　

街
路
事
業
と
し
て
、
市
道
1
路
線
を

継
続
し
て
進
め
ま
す
。

⃝
バ
ス
運
行
事
業
（
5
、6
5
1
万
円
）

　

公
共
交
通
の
要
で
あ
る
路
線
バ
ス
運

行
確
保
の
補
助
と
、
公
共
交
通
空
白
地

域
に
お
け
る
公
共
交
通
と
し
て
の
市
民

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

ひ
と
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り

3⃝
除
雪
機
械
整
備
事
業�

�

（
9
、6
0
0
万
円
）

　

市
道
の
効
率
的
な
除
雪
の
実
施
に
向

け
、
3
台
の
除
雪
機
械
を
更
新
し
ま
す
。

⃝
地
方
道
路
交
付
金
事
業
（
雪
寒
）

�

（
1
億
5
、3
7
2
万
円
）

　

冬
期
交
通
確
保
の
た
め
に
老
朽
化
し

た
消
雪
施
設
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
と

雪
崩
予
防
柵
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

⃝
交
通
安
全
交
付
金
事
業

�

（
1
、1
5
0
万
円
）

　

国
の
交
付
金
を
財
源
と
し
て
、
交
通

安
全
施
設
（
区
画
線
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

等
）
の
維
持
管
理
を
実
施
し
ま
す
。

住
環
境
の
整
備

4⃝
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業�

�

（
4
5
0
万
円
）

　

新
耐
震
設
計
基
準
以
前
に
建
築
確
認

を
得
て
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
に
対
し

て
耐
震
化
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
耐
震

診
断
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

⃝
克
雪
住
宅
推
進
事
業�

�

（
1
、2
5
7
万
円
）

　

住
宅
の
克
雪
化
（
融
雪
式
・
耐
雪
式
）

と
地
内
消
雪
設
備
（
地
下
水
利
用
を
除

く
）
の
設
置
に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

上
下
水
道
の
整
備

5⃝
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業

�

（
2
億
7
9
0
万
円
）

『
下
水
道
特
別
会
計
』

　

余
川
、
川
窪
と
五
日
町
の
下
水
処
理

区
域
の
一
部
、
上
野
の
下
水
処
理
残
区

域
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
地
震
対
策

と
し
て
六
日
町
地
区
の
管
路
の
一
部
の

耐
震
化
を
進
め
ま
す
。

⃝
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業�

�

（
18
億
2
、7
5
0
万
円
）

『
下
水
道
特
別
会
計
』

　

六
日
町
地
域
（
西
泉
田
、
東
泉
田
、

奥
、
余
川
、
川
窪
、
青
木
、
宇
津
野
）、

塩
沢
地
域
（
姥
沢
新
田
、
台
上
、
滝

谷
、
君
沢
、
宮
野
下
、
天
野
沢
、
竹
俣
）、

大
和
地
域
（
一
村
尾
）
の
下
水
道
本
管

の
布
設
整
備
を
行
い
ま
す
。

⃝
大
和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
水
処
理
施
設

�

増
設
工
事
（
4
億
8
、9
6
3
万
円
）

『
下
水
道
特
別
会
計
』

　

平
成
21
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

機
械
電
気
設
備
工
事
を
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
本
管
の
布
設
に
よ
り
、

浦
佐
の
下
水
処
理
残
区
域
を
整
備
し
ま

す
。

⃝
下
水
道
事
業
対
策

�

（
16
億
1
、4
0
9
万
円
）

　

下
水
道
特
別
会
計
へ
企
業
債
の
元
利

償
還
金
と
市
町
村
整
備
浄
化
槽
維
持
管

理
費
を
繰
出
し
ま
す
。

⃝
浄
水
場
中
央
計
算
機
更
新
事
業

　
（
浄
水
場
監
視
制
御
分
）�

�

（
3
億
9
7
5
万
円
）

『
水
道
事
業
会
計
』

　

平
成
21
年
度
か
ら
市
内
の
4
つ
の
簡

易
水
道
を
上
水
道
に
統
合
し
、
こ
の
統

合
を
契
機
と
し
て
管
理
の
一
元
化
を
目

指
し
、
畔
地
浄
水
場
と
旧
簡
易
水
道
施

設
を
含
ん
だ
送
配
水
施
設
の
集
中
監
視

を
行
う
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
を
、
平
成

21
〜
23
年
度
で
整
備
し
ま
す
。
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⃝
上
水
道
事
業
対
策

�

（
6
億
6
、1
1
7
万
円
）

　

資
本
費
が
高
額
と
な
り
、
高
水
準
の

料
金
設
定
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
上
水
道

事
業
に
つ
い
て
、
料
金
格
差
の
縮
小
を

図
る
た
め
資
本
費
の
一
部
と
水
源
開
発

起
債
と
し
て
借
入
分
の
元
利
償
還
金
を

繰
出
し
ま
す
。

災
害
に
強
い
基
盤
整
備

6⃝
河
川
管
理
費
（
1
、6
3
4
万
円
）

　

新
潟
県
か
ら
委
託
を
受
け
、
一
級
河

川
の
除
草
を
行
う
と
と
も
に
、
市
管
理

の
準
用
河
川
に
つ
い
て
、
修
繕
工
事
等

を
実
施
し
河
川
管
理
に
努
め
ま
す
。

⃝
防
災
広
場
整
備
事
業�

�

（
1
、8
8
0
万
円
）

　

六
日
町
市
街
地
の
災
害
時
の
避
難
場

所
を
確
保
す
る
と
と
も
に
市
役
所
の
防

災
機
能
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
防
災
広

場
整
備
事
業
と
し
て
、
本
庁
舎
脇
の
倉

庫
を
解
体
撤
去
し
ま
す
。

【
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
】

　

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
、
自
然
に

　

や
さ
し
く
力
強
い
産
業
の
ま
ち

第
5 

産
業
振
興

農
業
の
振
興

1⃝
土
地
改
良
事
業�

�

（
2
億
4
、3
3
6
万
円
）

　

土
地
改
良
区
で
実
施
し
た
農
道
等
の

整
備
に
係
る
償
還
補
助
を
行
い
ま
す
。

⃝
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
推
進
事
業

�

（
3
、4
2
4
万
円
）

　

的
確
な
需
要
調
整
に
取
り
組
む
と
と

も
に
「
安
全
・
安
心
」
な
良
質
米
の
生

産
に
努
め
、
南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

需
要
拡
大
と
競
争
力
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

⃝
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

�

（
7
、8
9
4
万
円
）

　

中
山
間
地
に
お
け
る
農
業
の
持
つ
多

面
的
機
能
の
維
持
、
増
進
を
図
る
た
め

自
律
的
、
且
つ
継
続
的
な
農
業
生
産
活

動
を
行
う
44
集
落
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

⃝
家
畜
指
導
診
療
所
費�

�

（
1
、2
2
3
万
円
）

　

畜
産
物
の
価
格
低
迷
に
よ
る
農
家
の

経
営
安
定
の
た
め
、
疾
病
予
防
・
治
療
、

伝
染
病
予
防
な
ど
に
努
め
ま
す
。

林
業
の
振
興

2⃝
林
道
大
崎
水
尾
線
開
設
事
業

�

（
3
、0
6
2
万
円
）

　

林
道
大
崎
水
尾
線
の
早
期
供
用
開
始

を
目
指
し
、
開
設
工
事
を
継
続
し
て
行

い
ま
す
。

⃝
分
収
造
林
事
業
（
3
、3
2
4
万
円
）

　

市
有
林
と
分
収
造
林
に
お
い
て
下
刈

や
枝
打
な
ど
の
保
育
を
行
う
と
と
も
に
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る
除
間
伐

や
植
栽
を
実
施
し
森
林
整
備
を
推
進
し

ま
す
。

⃝
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援

�

交
付
金
事
業
（
3
0
0
万
円
）

　

森
林
施
業
の
実
施
に
不
可
欠
な
「
施

業
実
施
区
域
の
明
確
化
作
業
」「
作
業

歩
道
の
整
備
等
」
の
地
域
活
動
に
対
す

る
支
援
を
行
い
ま
す
。

観
光
の
振
興

3⃝
愛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

�

（
5
、7
0
0
万
円
）

　

昨
年
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
天

地
人
」
の
放
映
に
よ
り
、
主
人
公
直

江
兼
続
公
生
誕
地
南
魚
沼
市
に
多
く
の

観
光
客
か
ら
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
は
、
更
な
る
知
名
度
向
上
と
誘
客

増
大
を
図
る
た
め
戦
国
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
愛
・

南
魚
沼
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
直
江

兼
続
公
生
誕
4
5
0
周
年
記
念
祭
等
の

イ
ベ
ン
ト
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

⃝
観
光
振
興
事
業
（
6
、8
3
0
万
円
）

　

観
光
Ｐ
Ｒ
の
委
託
や
イ
ベ
ン
ト
等
を

支
援
し
、
誘
客
を
図
り
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

4⃝
商
工
業
振
興
補
助
事
業

�

（
1
、4
3
0
万
円
）

　

商
工
会
経
営
と
継
続
事
業
へ
の
補
助
、

地
域
商
工
業
の
活
性
化
と
商
店
街
再
生

支
援
事
業
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

⃝
中
小
企
業
金
融
制
度
事
業

�
（
3
億
8
、6
5
1
万
円
）

　

緊
急
経
済
対
策
等
の
信
用
保
証
料
補

給
、
制
度
資
金
の
預
託
な
ど
、
中
小
企

業
経
営
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

⃝
地
場
産
業
振
興
事
業

�

（
1
、1
4
8
万
円
）

　

観
光
交
流
拠
点
施
設
の
設
置
検
討
、

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
な
ど
に
よ

る
農
商
工
連
携
、
特
産
品
の
販
路
拡
大

な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

雇
用
の
促
進

5⃝
被
災
地
域
緊
急
雇
用
創
出
事
業

�

（
1
億
3
、8
4
4
万
円
）

　

被
災
地
域
の
罹
災
者
を
対
象
に
雇
用

創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

⃝
雇
用
創
出
事
業�

�

（
2
億
1
、5
5
1
万
円
）

　

県
の
交
付
金
を
活
用
し
て
雇
用
創
出

に
取
り
組
み
ま
す
。

⃝
雇
用
対
策
事
業
（
8
1
3
万
円
）

　

南
魚
沼
職
業
能
力
開
発
運
営
協
会
負

担
金
と
し
て
、
人
件
費
の
2
／
3
を
負

担
し
ま
す
。
ま
た
、
自
主
的
出
店
者
へ

の
家
賃
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

⃝
企
業
対
策
事
業
（
2
6
0
万
円
）

　

企
業
立
地
奨
励
金
と
し
て
、
地
元
雇

用
促
進
の
た
め
、
立
地
企
業
に
助
成
を

行
い
ま
す
。
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【
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
】

　

市
民
と
築
く

　

あ
か
る
い
自
治
の
ま
ち

第
6 

行
財
政
改
革
・
市
民
参
画

行
財
政
運
営
の
効
率
化

1⃝
庁
舎
整
備
事
業
（
4
、8
5
0
万
円
）

　

市
民
の
利
便
性
の
向
上
と
行
政
の
効

率
化
の
た
め
、
本
庁
舎
方
式
へ
の
移
行

に
合
わ
せ
、
本
庁
舎
と
保
健
セ
ン
タ
ー

等
の
一
部
改
修
を
行
い
ま
す
。

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

2⃝
集
落
振
興
事
業
（
9
5
0
万
円
）

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
事
業
補
助
金
と
し
て
、
3
行
政
区

に
対
し
て
公
園
遊
具
設
置
事
業
や
子
ど

も
神
輿
購
入
事
業
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

⃝
行
政
区
事
業
（
6
、5
0
3
万
円
）

　

各
行
政
区
へ
の
委
託
業
務
と
自
主
活

動
に
対
し
て
、
交
付
金
を
交
付
し
て
支

援
し
ま
す
。

⃝
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業

�

（
5
、0
4
9
万
円
）

　

市
内
12
地
区
の
地
域
づ
く
り
協
議
会

で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業
を

実
施
し
、
地
区
全
体
の
自
治
活
動
の
活

性
化
を
図
り
、
地
域
と
行
政
が
と
も
に

対
等
な
立
場
で
行
政
運
営
に
当
る
「
市

民
と
行
政
の
協
働
」
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
11
地
区
の
地
域
づ
く
り
協
議
会

に
お
い
て
、
地
域
の
自
治
活
動
の
拠
点

の
場
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
、
既
存
設

備
を
整
備
し
て
地
区
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
お
い

て
、
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
が
活
性
化
す
る
よ
う
事
業

を
利
用
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

災
害
に
強
い
安
全
と

安
心
の
ま
ち
づ
く
り

3⃝
消
防
庁
舎
新
築
事
業

�

（
3
億
8
、3
5
0
万
円
）

　

庁
舎
建
築
工
事
に
着
手
し
、
平
成

22
・
23
年
度
の
2
か
年
で
庁
舎
本
体
を

完
成
さ
せ
ま
す
。

⃝
消
防
車
両
整
備
事
業�

�

（
2
、0
8
9
万
円
）

　

本
署
の
高
規
格
救
急
車
と
消
防
活
動

機
材
運
搬
用
積
載
車
を
更
新
し
ま
す
。

⃝
消
防
団
施
設
整
備
事
業

�

（
1
、4
6
0
万
円
）

　

湯
沢
町
消
防
団
ポ
ン
プ
車
（
Ｃ
Ｄ

1
）
を
更
新
し
ま
す
。

⃝
消
防
水
利
整
備
事
業�

�

（
2
、5
0
0
万
円
）

　

国
の
補
助
金
を
受
け
、
耐
震
性
貯
水

槽
60
ト
ン
2
基
、
40
ト
ン
1
基
を
建
設

し
ま
す
。

⃝
防
災
対
策
事
業
（
48
万
円
）

　

災
害
に
備
え
る
た
め
、
防
災
技
術
の

向
上
と
防
災
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し

て
、
塩
沢
地
域
を
主
会
場
に
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

高
度
情
報
化
の
推
進

4⃝
Ｇ
Ｉ
Ｓ
整
備
事
業
（
3
、1
4
9
万
円
）

　

利
用
頻
度
の
高
い
Ｇ
Ｉ
Ｓ
上
の
航
空

写
真
デ
ー
タ
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

⃝
辺
地
共
聴
施
設
整
備
事
業

�

（
3
、2
3
9
万
円
）

　

平
成
23
年
（
2
0
1
1
年
）
7
月
に
、

現
在
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
終
了
し
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
共
同
ア
ン
テ
ナ
を
有
す
る

共
聴
組
合
に
対
し
て
、
国
、
市
で
補
助

金
を
交
付
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
改
修
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

⃝
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
運
営
事
業

�

（
1
、0
1
9
万
円
）

　

平
成
21
年
度
の
国
庫
補
助
事
業
で
整

備
す
る
市
民
が
使
用
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
運
用
管
理

を
行
い
ま
す
。

交
流
の
推
進

5⃝
交
流
事
業
（
1
4
6
万
円
）

　

国
内
友
好
都
市
と
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

等
で
相
互
訪
問
な
ど
を
実
施
し
、
交
流

を
図
り
ま
す
。

⃝
国
際
交
流
お
よ
び
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

�

基
金
事
業
（
8
6
3
万
円
）

　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
レ
ッ
ジ

構
想
と
し
て
国
際
大
学
留
学
生
等
を
招

き
、
各
種
講
演
会
や
交
流
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
20
年
度
か
ら
始

め
た
中
学
生
の
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

継
続
し
、
体
験
活
動
を
通
じ
て
国
際
交

流
を
図
り
ま
す
。

改修した地デジアンテナ（山谷）
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